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１．研究計画の概要 
本研究課題では、空間（場）のパラメータ
が遺伝情報の収納にどのような影響を及
ぼし、細胞周期・個体発生においてどのよ
うな役割を果たしているかについてコン
ピュータシミュレーションを活用して再
現・理解することを目指す。線虫 C. 
elegans初期胚をモデル系に用いている。 

 
２．研究の進捗状況 
第一に、染色体の分配時配置における細胞
の大きさ依存性を明らかにし、その依存性
を再現・説明づけるシミュレーションモデ
ルを構築し、論文発表した。第二に、分裂
期染色体の凝縮が胚発生時期に依存して
変化していることを見いだした。この凝縮
が細胞核内での染色体の密度と相関があ
ることを見いだし、核空間場が染色体の凝
縮を制御している可能性を提起した。第三
に、染色体の折り畳み構造、染色体テリト
リー形成、動きやすさを定量化し、それら
を再現するシミュレーションモデルを構
築するために、染色体上の特定の領域の動
態を可視化する株を樹立した。核の大きさ
や発生時期、細胞周期などの時空間パラメ
ータの変化により、どのような動態変化が
引き起こされるかを解析している。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
定量計測およびシミュレーション両方に
おいて研究目的に向かって着実に進行し
ていると判断している。但し、実験系等の
確立に集中し、現時点での業績が少ない点
が問題点と考えている。 

４．今後の研究の推進方策	 
これまでに得られている結果を発展させ
て空間場が遺伝情報収納に及ぼす効果を
コンピュータシミュレーションを活用し
て再現・理解することを目指す。「分裂期
染色体の構造の核サイズ依存性」について
は、核の大きさと染色体構造の関係を染色
体をポリマーと見立てたモデルに基づい
たコンピュータシミュレーションにより
検討する。その結果と実際の細胞内での関
係を比較し、妥当な再現を目指す。「染色
体配置のダイナミクス」については、核の
大きさや発生時期、細胞周期などの時空間
パラメータの変化により、どのような動態
変化が引き起こされるかを定量化する。そ
の定量データから法則性を導くことを試
みるとともに、動態変化を再現するシミュ
レーションの構築を行う。特に、線虫の発
生過程での核内ダイナミクスの変化に着
目し、発生における時空間場の役割につい
て考察する。	 

	 
５.	 代表的な研究成果	 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	 
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